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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 分析方法の提案と支援システムの開発 
 社会調査によって得られるテキスト型デ
ータには、質問紙調査における自由回答項
目のほか、インタビュー記録や会話記録の
トランスクリプト、新聞記事など様々なも
のがある。しかし日本語をコンピュータで
扱うことが困難だったこともあって、我が
国ではこうしたデータをコンピュータで扱
ったり、計量的に分析したりする方法につ
いての研究が進んでいない。 
 また分析用ソフトウェア、すなわち分析
支援システムについても、研究者が自ら開
発するか、高価な「テキストマイニング用」
ソフトウェアの機能を一部援用するしかな
い状況である。 
 
(2) 応用に適したデータと研究領域の探索 
 国内では内容分析を用いた研究が少ない
こともあり（三上俊治，1988，「放送メディ
アの内容分析」『放送学研究』38: 101-18）、
本研究で提案する計量的な分析方法がどの
ような種類のテキストに適しているのか、ま
た、どのような領域のどのような理論的背景
を持つ研究に適しているのかということが
明確になっていない。他の研究者にとって利
用しやすい分析方法として提案するために、
これらの点を探索することも重要な課題で
ある。 
 
２．研究の目的 
(1) 分析方法の提案と支援システムの開発 
 分析の信頼性を維持しつつ、各研究者が持
つ独自の観点や切り口を活用できるような
分析方法の提案を目指す。こうした分析方法
は内容分析と呼ばれることが多く、英語圏で
はコンピュータ利用が始まってからでも半
世紀にわたる方法論の蓄積がある（例えば
Stone P. J. et al., 1966 The General 
Inquirer, Cambridge: MIT Press）。そこで英
語圏の内容分析に依拠しつつ、近年急速な発
展が見られる日本語のコンピュータ処理技
術、すなわち自然言語処理技術を取り入れる
ことで、日本語の分析方法を提案する。また、
この方法を実現するための支援システム（分
析用ソフトウェア）を開発する。 
 
(2) 応用に適したデータと研究領域の探索 
 応用に適したデータの種類や研究領域を
探索するにあたっては、まずは申請者自身が
応用研究を示すことを目指す。現在では新
聞・雑誌の記事をはじめとして、小説や流行
歌の歌詞など様々なテキストの整理と蓄積
が進みつつある。これら種々のデータから 1 
種類か 2 種類を取り上げて、方法の紹介のた
めの分析例ではなく、実質的な社会学的認識
課題にこたえる応用研究を目指す。一般に内
容分析を行うことで、分析対象データを生産
したコミュニケーションの送り手側や、デー
タを消費する受け手側のおかれた社会的文

脈を推論できるとされる（Riffe, D. et al. 
1998 Analyzing Media Messages, London: 
Lawrence Erlbaum）。上述のような応用研究
からは、当該の種類のデータを分析すること
で、いかなる社会的文脈を推論しうるのかを
示すことができよう。 
 
３．研究の方法 
(1) 分析方法の提案と支援システムの開発 
 既存研究・関連技術の集約としてまず英語
圏におけるコンピュータを用いた内容分析
について、文献だけでなく支援システムを収
集し評価する。国内でテキストマイニング用
として販売されているプログラムについて
も可能な範囲で購入・評価する。その上で、
新しい技術を取り入れることで自動化を目
指す部分と、人間・研究者の判断が欠かせな
い部分、すなわち自動化というよりもむしろ
研究者が比較的少ない負担で確認を行える
ような支援機能を考える部分とを区別しつ
つ、新たな分析方法を提案する。こうした区
別は決して容易なものではないが、内容分析
の方法論・考え方を助けとして判断を行う。
そして、分析支援システム（分析用ソフトウ
ェア）KH Coder の開発を進め、フリー（自由）
ソフトウェアとして公開する。 
 
(2) 応用に適したデータと研究領域の探索 
 各種データの分析からいかなる社会的文
脈を推論しうるのかを探索するために、内容
分析やそれに準じる方法を用いた近年の研
究事例のレビューを行う。それに加えて、本
研究で提案した方法を用いて、新しい技術の
普及過程に関する応用研究を自ら実施する。
普及過程論においては、単に新しい技術や製
品が広がる過程だけでなく、① 新しい技術
が解釈され、その技術に付随する新しい考え
方・概念が広がるコミュニケーションの過程
が重要とされているが、その過程の定量的な
分析は進んでいない。また、② インターネ
ットという新しいコミュニケーション・チャ
ンネルの登場によって普及過程が変質した
可能性が示唆されているものの、その具体的
な変化の内容は明らかになっていない
（ Rogers, E. M. 2003 Diffusion of 
Innovations 5th ed. New York: The Free 
Press）。これらの点について、本研究で提案
する方法によって大量のテキストの分析が
可能になるという、独自の強みを活かした貢
献を試みる。そのために、特定の新技術に注
目し、その技術についての現在の意識を質問
紙調査から分析する。 
 
４．研究成果 
(1) 分析方法の提案と支援システムの開発 
 先行研究や市販ソフトウェアをもとに分
析方法について検討を進め、独自の分析支援
システム（分析ソフトウェア）KH Coder に以
下のような機能を追加した。 
① 日本語現代文だけでなく、英語や、日本



語の中古和文・近代文語データの分析を行え
るようになった。これによって分析できるテ
キストデータの幅が大きく広がった。なお、
英語データを扱う際には、 Stanford POS 
Tagger または Snowball Stemmer を利用する
ことで、文章中から単語を取り出している。
また中古和文や近代文語は、MeCab と中古和
文 UniDic・近代文語 UniDic を用いることで
分析が行える。 
② 分析を支援するための機能として、以下
のような機能追加と改良を行った。第一に、
抽出語やコードの自己組織化マップを作成
する機能を追加した。図 1に自己組織化マッ
プを作成し、U-Matrixを可視可した例を示す。
この図で近くに付置された語同士は、よく一
緒に使用されていたことを示している。よっ
て、近くに付置された語のグループから、デ
ータ中の主題を読み取ることができる。 
 

 

図 1 抽出語の自己組織化マップ 
 

 
図 2 MDSのバブルプロットとクラスター化 
 

 第二に、多次元尺度構成法の結果を示す際
に、多く出現していた語ほど大きな円で表示
するバブルプロットの機能を追加した（図 2）。
こうしたバブルプロットでは、円と円とが重
なってしまい、図を読み取りにくくなる場合
がある。この点については、それぞれの円を
半透明の色で塗りつぶす工夫によって、問題
を緩和している。また、50から 100 といった
多くの語（コード）を用いて分析を行うと、
プロットの解釈が難しくなる場合がある。そ
こで解釈の参考のために、クラスター化を行
い、その結果を色分けによって示す機能を追
加した（図 2）。 
 第三に、データ中で一緒に出現することが
多かった語同士を結ぶ「共起ネットワーク」
を描く機能について、以下の改良を行った。
1 つは、特定の語に注目し、その語と関連が
強い語をピックアップして、それらの語の共
起をネットワークとして描く機能である。こ
の機能の使用例を図 3 に示す。図 3 では、は
じめに注目した語「父」を他の語と区別する
ために 4 角形で描画している。 
 

 
図 3 特定の語を中心とするネットワーク 

 
 またネットワークを描く際に、最小スパニ
ングツリーを表示する機能を加えた（図 4）。
語と語を結ぶ線（edge）が多くなった場合に
は、どの edge が重要かを示す手がかりがあ
った方がプロットを解釈しやすい場合があ
る。そこで解釈の参考のために、最小スパニ
ングツリーの一部かどうかという観点から、
重要とみられる edge を選び、強調する（色
の濃い太線で示す）機能を追加した。具体的
には、Primの方法で共起の強さを考慮した最
小スパニングツリーをもとめ、この最小スパ
ニングツリーを構成する edge をすべて強調
している。 
 さらに、コミュニティ検出アルゴリズムに
よるグループ分けを行った際に、グループ分
けの結果をグレーの濃淡で表現する機能を
追加した（図 5）。これはグレースケール印刷



で論文を刊行する際でも、グループ分けの結
果を読み取りやすくするための工夫である。 
 

 
図 4 最小スパニング・ツリーの表示 
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図 5 グレーの濃淡によるグループ分け表現 
 
 第四に、抽出語やコードのクラスター分析
の結果を示す際に、クラスターを色分けによ
って示すとともに、抽出語やコードの出現数
を棒グラフによって示す機能を追加した（図
6）。 
 

 

図 6 クラスター分析の機能 

 第五に、コーディングを行った際に、各コ
ードがデータ中のどの部分に多く出現して
いたかを可視化するための機能として、ヒー
トマップ（図 7）およびバブルプロット（図
8）を作成する機能を準備した。 
 

 

図 7 コーディング結果のヒートマップ 
 

 

図 8 コーディング結果のバブルプロット 
 
③ さらに、これらの機能を活用して計量テ
キスト分析を行う方法について、単著書籍に
まとめて公表した（樋口耕一，2014，『社会
調査のための計量テキスト分析』ナカニシ
ヤ）。なおソフトウェア「KH Coder」そのも
のはインターネット上でフリー（自由）ソフ
トウェアとして公開している。 
 
(2) 応用に適したデータと研究領域の探索 
 計量テキスト分析の方法と KH Coder を用
いて、新しい技術の普及課程に関する応用研
究に自ら取り組んだ。この成果は 2013 年に
学術雑誌『ソシオロジ』に公表した。 
 この応用研究を通じて、計量テキスト分析
と KH Coder を活用することが、質問紙調査
（アンケート）のよりよい実践につながる可
能性を示した。質問紙調査はさまざまな分野
で頻繁に利用される調査法であるため、この
調査法の改善は重要な課題である。 



 従来の質問紙調査において，回答を統計的
に処理するためには，限られた選択肢の中か
ら答えを選ぶよう回答者に求めざるをえな
い場合が多かった。しかし計量テキスト分析
を用いれば，回答者の自由な言葉で答えても
らう自由回答についても，統計処理を通じた
分析が容易に行える。自由回答型の質問項目
を用いる利点の 1つは，網羅的で完全な選択
肢を準備できないような場合にも，質問を行
えることである。どんな選択肢を準備して良
いかわからないときも、自由回答項目を使え
ば探索的に研究を進められる。 
 次に，自由回答データの計量テキスト分析
は，通常の選択肢型質問の分析と組み合わせ
ることで，より大きな利点を生じうる。たと
えば，通常の質問を使った分析結果を見て，
その解釈に悩んでしまうことは決して珍し
くないだろう。なぜ学歴の高い人は，大学の
授業で直接的に習ったわけでもないのに，一
定の行動をとる傾向があるのか。なぜ特定の
社会的属性が，ある従属変数に対して強い効
果を示すのか。このような解釈が難しい部分
について，言わばごく小規模なインタビュー
である自由回答項目の分析が大きな手がか
りとなる。 
 こうした利点を実際の研究事例を通じて
提示し、質問紙調査における計量テキスト分
析・KH Coderの活用を提案した。 
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